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   The 20th case of primary malignant melanoma of the female urethra in the Japanese literature is 
reported. An 86-year-old woman presented with urethral bleeding. A hemorrhagic cherry-sized 
mass was identified at the urethral meatus, which extended into the vaginal mucosa, and was diagnosed 
as malignant melanoma after biopsy. Surgical treatment was abandoned because she had dementia 
and bilateral inguinal lymphadenopathy. She had no symptoms during the following 4 months. 

                                            (Acta Urol. Jpn.  43: 597-598, 1997) 
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緒 言

悪性黒色腫 は皮膚原発のものが大半を占め,粘 膜原

発 とくに尿道粘膜 に原発す ることはきわめて稀であ

る.今 回われわれは86歳の女性の尿道に発生 した悪性

黒色腫の1例 を経験 したので若干の文献的考察を加え

報告する.

症 例

患者:86歳,女 性

主訴:尿 道出血

既往歴:脳 梗塞

家族歴:特 記事項なし

現病歴:1996年ll月23日 外陰部か らの出血が認めら

れたため,某 産婦人科病院を受診 した.そ の際診察に

て子宮か らの出血はみ られず,外 尿道口に易出血性の

腫瘤がみ られたため同年ll月25日 当院受診 した.

現症:腹 部は平坦,軟.両 側鼠径部に母指頭大の可

動性のある腫瘤を触知 した.外 陰部では外尿道口6時

方向に径1cm大 で易出血性の黒褐色腫瘤を認め.ま

た外尿道口周 囲の粘膜 に も色 素沈着が認め られた

(Fig,1).そ の他全身皮膚 には,特 異な母斑ないし異

常な色素沈着は認められなかった.

検査成績:血 液 ・生化学および尿検査には特に異常

値を認めなかった.尿 細胞診:classI.

画像診断:胸 部X線;異 常所見は認 められなかっ

宮 ♂ 鷺例
.
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Fig.1.Ahemorrhagicblacktumorextending

intothevaginalmucosawasidentified

ontheurethralmeatus.

た.腹 部超音波;肝 胆膵 お よび尿路系 に異常所 見 はみ

られ なか った.CT検 査;両 側 鼠径 部 に径2cm大 の

リンパ節腫脹 が認 め られた.な お膀胱鏡の挿入 は外尿

道口がせ ま く不 可能であ った.

以 上 よ り本症例 は外 尿道 口に発生 した悪性黒色腫お

よび両側 鼠径 部 リンパ節転移 と考 え られ たが,患 者 は

高齢 で痴呆 があ ることよ り家族が積極的 な治療 を希望

せず,腫 瘍 の生検術 のみ を施行 した.

病 理組織学 的所 見:粘 膜上皮下 に浸潤性 の増殖 を示

す腫瘍細胞 がみ られ,黒 褐色の穎粒 を有す る腫瘍細胞

が混在 してい た(Fig。2).黒 褐 色穎粒 はフ ォンタナ
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Fig.2.Thepigment-containingmelanomacells

infiltratethelaminapropria(H&E,

×100).

マッソン染色で黒染 し,漂 白法では消失することより

メラニン色素穎粒 と考えられた.以 上より悪性黒色腫

と診断した。

現在,経 過観察期間は4カ 月 と短いが,尿 道出血等

なく生存中である.

考 察

悪性黒色 腫 は,胎 生期neuralcrestに 由来す る

melanocyteを 発生母地 とする腫瘍で,日 本人には比

較的稀な腫瘍である.
一般に皮膚原発が多 く

,粘 膜原発は稀であるが,本

邦では粘膜原発は27,1%と 比較的高率である1)

尿路系に発生す る悪性黒色腫 はきわめて稀 で,

SteinandKendallら2)に よると全悪性黒色腫の1%

以下とされてお り,そ のほとんどは陰茎や尿道に発生

するとされている.本 邦での女子尿道原発の悪性黒色

腫 は,1969年 に前 田 ら3)が 最初 に報告 して以来,

1987年 に梶川 ら4)が13例 をまとめて報告 している.

その後はAraiら5)やKimら6)な どにより6例 が報

告 されており,自 験例が本邦20例 目と考えられる.

過去の報告例2・4)をみると,本 症の好発年齢として

は60歳 台が最 も多 く,つ いで70歳 台,50歳 台が多 く

なっている.初 発症状としては尿道部腫瘤や尿道出血

が多 く,大 きさは粟粒大から鶏卵大である.診 断は腫

瘤が大 きい場合やメラニン色素が多い場合は比較的容

易であるが,そ うでない場合は診断が困難なことが多

い.自 験例では腫瘤が黒褐色で大 きさも母指頭大で

あったため,肉 眼的に悪性黒色腫が強 く疑われた.

治療法は一般の悪性黒色腫に準 じ手術療法,化 学療

法,免 疫療法などが施行 されている.手 術療法として

は病巣部広汎切除と所属 リンパ節郭清が原則である

が,高 齢者が多 く,進 行が非常に急速であることより

早期の根治的な手術が困難な症例が多い.化 学療法で

はダカルバジン(DTIC)が 最 も効果的とされてお り,

本邦ではこれにニムスチン(ACNU),ビ ンクリスチ

ン(VCR)を 加えたDAV療 法が頻用 されている.

その奏効率は26～37%と 報告されてお り7'8),術 後の

補助療法や進行病期症例 に対する姑息的治療 として

IFN一β との併用療法が施行 されていることが多い.

免疫療法は前述のように化学療法 と併用 されることが

多 く,イ ンターフェロン単独では奏効率が7-15%と

思うような効果は得 られていない9).最 近では腫瘍内

および皮下転移巣へのIFN一 βの局注が試みられ,奏

効率は22～47%で あ り,全 身投与に比べ良好な結果が

得 られている9)自 験例では86歳 と高齢で両側鼠径部

リンパ節転移が認められたため根治的手術は断念せ ざ

るを得なかった.化 学療法および免疫療法による姑息

的治療 も考慮 したが,家 族の承諾が得 られず腫瘍に対

する治療は行わなかった.

本症の予後はきわめて悪 く,Kimら6)が 集計 した

海外の症例を含む48例のうち5年 以上生存 したのは6

例にすぎない、本症例では,今 後腫瘍の増大 とともに

排尿困難が出現する可能性があるため注意 して経過観

察する必要があると考 えられた.

今後本症の予後改善のためには腫瘍 を早期に発見

し,根 治的な手術 を施行する必要があると思われた.

結 語

女子尿道に発生 した悪性黒色腫の1例 を報告 した.
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